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ど の 策 て 矛 な 減 原  定 意  執 づ 司 た む ネ げ 標 Sで 構 十
を 産 の い 盾 べ さ 発 前 を 見 経 す け 脱 戦 ね ル る の 二

｀
成 六 経

3｀ 炭 略 了 ギ
L¬
四 再 比 日 済

可三 素 も 承 1と 確 で 生 率
｀
産

｀十 化 新 し 基 明 実 な 可 を 工 業
0年 の た た 本 記 な ど 能 原 ○ 省

l懲唇極ぎ]七霙i「二量曇
原
L｀
年 案 第 全 た ギ ○ 度 会

化 原 子 踏 と ¬ 限 年  閣 日  発 と 原 に を 五 カ 政 l Sの はL子
力 襲 す 重 り

V 
議 間  に 位 発 向 お 次 を 府 三 二 電 五

な 力 政 じ る 要 低 で  決 の  固 置 を け お 工 挙 目 三 二 源 月

○
日
立
の
革
慣
筆
窪
勢
罫
旦山
は
継
続
の
正
念
場

含
一面
）

○
廃
炉

「も
ん
じ
ゅ
」
に
一
・
一
兆
円

（三
面
）

○
米
、
イ
ラ
ン
核
〈喜
量
ｒら
離
脱

（五
面
）

新
潟
知
事
選
　
池
田
氏
が
政
策

新
潟
県
知
事
選
（五
月
二
十
四
日
告

示

・
六
月
十
日
投
票
）
に
立
候
補
を
表

明
し
た
池
田
ち
か
こ
氏
Ｇ
じ
は
五
月

十
六
日
、
県
庁
内
で
記
者
会
見
し
、

「安
心
で
持
続
可
能
な
新
潟

へ
の
五

つ
の
約
束
」
と
す
る
知
事
選
公
約

・

五
〇
年
に
向
け
た
戦
略
で
は
、

原
子
力
も

「実
用
段
階
に
あ
る
脱

炭
素
化
の
選
択
肢
」
と
し
て
い
る
。

日
本
は
無
定
言
な
原
子
力
政
策

の
推
進
の
結
果
、
深
力
な
福
島
第

一
原
発
事
故
を
経
験
し
た
。
日
本

経
済
の
原
発
依
存
の
歪
み
は
東
芝

の
破
綻
を
招
き
、
原
発
依
存
の
高

い
電
力
会
社
ほ
ど
経
営
困
難
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
原
発
依

存
は
日
本
の
未
来
を
支
え
る
再
生

可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
徹
底
し

て
抑
制
し
て
き
た
。

原
発
再
稼
働
は
数
基
に
と
ど
ま

り
、　
三
ハ
年
度
実
績
で
原
発
は
発

電
電
力
量
の
二
ぎ
に
満
た
な
い
。

放
射
性
廃
棄
物
の
処
理

・
処
分
問

題
、
災
害
救
済
策
な
ど
の
困
難
は
、

当
初
の
原
発
開
発
以
来
、
い
ま
も

打
開
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
段
階
に
あ

つ
て
も
、
今
回

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
原
発
固

執
と
は
常
識
的
な
選
択
で
は
な
い
。

な
ぜ
、
そ
う
な
る
の
か
、
徹
底
し

た
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。

福
島
第

一
原
発
事
故
の
検
証
が

求
め
ら
れ
る
。
日
本
の
原
子
力
政

策

の
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の

検
証
が
な
い
ま
ま
の
原
発
固
執
は

あ
り
え
な
い
。

「原
発
ゼ

ロ
」
と
再
生
可
能

エ

ネ
ル
ギ
ー

ヘ
の
転
換
が
急
務
で
あ

Ｚり
。

エ
ネ
計
画
案
了
承

政
策
を
発
表
し

た
。
池
田
氏
は

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
、

三
つ
の
検
証
（事
故
原
因
、
事
故
の
生

活
へ
の
影
響
、
避
難
計
画
）
を
徹
底
し

て
す
す
め
、
結
果
が
出
た
時
点
で
自

ら
の
判
断
を
示
し
、
再
稼
働
の
是
非

を
県
民
投
票
に
問
う
と
し
た
。

●
経
産
省
の
審
議
会

は

「原
発
依
存
」
の

「第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」
を
了
承

し
た

（
一
面
参
照
）
。

原
発
再
稼
働
、
原
発
輸
出
の
暴

走
は
止
ま

っ
て
い
な
い
。
日
本

の

「原
発
依
存
」
が
な
に
を
も

た
ら
し
た
か
の
検
証
が
必
要
で

あ
る
●
第

一
は
福
島
第

一
原
発

事
故
で
あ
る
。
安
全
無
視
の
原

発
開
発
の
必
然
の
結
果
で
あ

っ

た
。
福
島
大
惨
事
は
何
も
終
わ
つ

て
い
な
い
。
こ
の
現
実
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
な

お

「原
発
依
存
」
が
あ
り
う
る

の
か
●
第
二
は

「原
発
依
存
」

の
日
本
経
済

の
歪
み
で
あ
る
。

代
表
的
企
業

・
東
芝
は

「原
発

の
夢
」
を
追

っ
た
結
果
、
米
英

の
原
発
事
業
の
赤
字
を
背
負
わ

さ
れ
、
破
綻

の
道
に
直
面
し
て

い
る
。
電
力
会
社
も
原
発
依
存

度
の
高
い
ほ
ど
経
営
危
機
に
追

い
込
ま
れ

て
い
る
●
第

二
は

「原
発
依
存
」
が
日
本
の
将
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
再
生
可

能

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
徹
底
抑

制
し
た
こ
と
で
あ
る
●
冷
静
な

議
論
と
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。


